










































メディ アへの接触、 抗議活動、 陳情活動、 ボイコットなど）を挙げる。
4投票、キャンベーンへの寄付、キャンベーンのボランティア、政府：官僚や自治体職員へのコンタクト、
抗議活動、インフォーマルな地域活動、委員会のメンバーシップ、 政治団体への加入。
5 Carnegie Corporation of New York & CIRCLE (2004), Kahne & Sporte (2008）ほか。学校におけるシ
ティズンシップ教育の方法は多様であるが、 f§1Jえば CarnegieCorporation of New York & the Center for 
Information & CIRCLE (2004）は、特に効果的な 6つのアプローチとして、以下を挙げている。①政治・


























響するという再生産の構造が指摘されてきた（Beck& Jennings 1982; Hart & Atkins 










































(Hart et al. 1998, Har吃＆Atkins 2002）。































(trust）は、市民的関与を左右する重要な要素である（Verbaet al. 1995, Putnam 2000ニ
2006, Pasek et al. 2008, Levinson 2012）。貧困地域に住む人々の効力感や信頼は、し＼かな
るものであり、またそれは彼らの住む環境とどのように関連しているのだろうか。
貧困層やマイノリティの人々は、政府や社会に対する信頼が低い傾向にある（Smith
1997, Atkins & Hart 2003）。その傾向は子どもについても同様であり、例えばマイノリテ
イの子どもは政府に対する信頼が低く（Sanchez-Jakowski2002, Baldi et al. 2001）、また
政府の市民に対する関心の程度について、より懐疑的である（Niemi& Junn 1998）。こ う
した不信感が生まれる背景にあるのは、法制度や行政機関での対応などといった、彼らが
日々の生活の中で受ける差別的・排他的経験の蓄積である（Smith1997, Gimpel & 
Kahneらが実施した 2つの質問紙調査から得たデータと、 IEACivic Education Study （シティズンシップ
教育に関する国際比較調査）のデータで、ある。
??
Pearson-Merkowitz 2009）。加えて Gimpel& Pearson-Merkowitz (2009）は、地域におけ










(Carnegie Corporation of New York & the Center for Information and Research on Civic 



















る学校の多くは、無償もしくは減額給食（freeor reduced-price school lunch）の対象とな
14 Boyteによれば、行為主体性（agency）とは、「自身の生活を管理（manage）し、自身の生活に影響を
与える意思決定に参画し、自身の生きる世界を形作る力（power)J (Boyte 2014, p.4）である。




















どもにとって、市民的関与は「見たことのない世界（aworld you’ve never seen) J (Levinson 
2012, p. 185）にさえなりうる。
子どもが日々を過ごす学校や地域社会は、彼らにとって社会そのものであり、そこでの









学校は 6.5%、厳格な服装規定がある学校は 37.8%にとどまるが、無償・減額給食の対象生徒が 75%以上を
占める学校では、制服のある学校は46.6%、厳格な服装規定がある学校も 64.3%となっている（Roberset al. 
2014）。
17例えば、 2009～2010年の統計において、ガードマンや警備担当者等を 1人以上配置している学校の割
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